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1B06 
デジタル経済下での GDP 計測 

－ Uncaptured GDP の構造解析と計測 
 

〇渡辺 千仭 (ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞユヴァスキュラ大学) 
藤 祐司 (東工大 工学院) 

  岩見 紫乃 (ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞユヴァスキュラ大学) 

1. 序 
Tapscott は、ﾍﾞｽﾄｾﾗｰ 「ﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済」 (1994) [46] で、ｲﾝﾀ

ｰﾈｯﾄはﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済を導き、ﾋﾞｼﾞﾈｽや日常生活を劇的に変え
ると洞察した。20 余年を経て、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済は、彼の洞察をは
るかに超えて、従来の常識を覆し、在来の枠組みを越えて、
想像を絶するｽﾋﾟｰﾄﾞで進み続けている。 

案に反して、ICT 価格は下がり、先進国の生産性は下がり
続け、政治問題化する。無体の移動性に優れたものを生み出
し、異様なﾋﾞｼﾞﾈｽを生み出す。生産者と消費者の壁を限りな
く下げて「生消者」を増やし続ける。いともたやすく多国籍の
新興企業が創設され、ただちに独占化する。 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済は、もはや長年親しんだ GDP では計測・管理
できない。Uncaptured GDP を掌握して、それをも包摂したｸﾞﾛ
ｽ GDP の認識が不可欠となっている。その実相と国際対応の
動きは前発表で示したとおりである。 

本発表は、その認識に立脚して、昨・一昨年の報告 [67], [68] 
をﾍﾞｰｽに、Uncaptured GDP の構造解析と計測を試み、ｸﾞﾛ
ｰﾊﾞﾙ ICT 企業の超克策にその裏付けを示した。 

 
図 1. ﾃﾞｼﾞﾀﾙｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ固有の共進的ﾒｶﾞﾄﾚﾝﾄﾞのｽﾋﾟﾝｵﾌ. 

Uncaptured GDP 依存

2. Uncaptured GDP 増大の構造解析 
2.1 デジタル経済の変身構造 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済への移行は、図 1 に示すｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝのﾒｶﾞﾄﾚﾝﾄﾞ
の、ｺ ﾝ ﾋ ﾟ ｭ ｰ ﾀを軸とする在来的 ICT → GDP 増大 →
経済価値の充足、からｲﾝﾀｰﾈｯﾄ → Uncaptured GDP → 経済

価値を越えた超機能の共進化へのｽﾋﾟﾝｵﾌのﾀﾞｲﾅﾐｽﾞﾑと符
合する [68]。 

先進国の生産性の低下

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの躍進に支えられたﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済は、従
来にないﾕﾆｰｸな固有のｻｰﾋﾞｽを無料で、いくらで
も複製できるような形で提供する。 
その結果、図 2 に示すように、GDP では計測

されない経済活動を生み出し、それを増大し続
ける。それ以上に、社会経済を GDP を縮小さ
せる構造に変身させる。 
これは、もっぱら、ICT 価格の低下、偽 ICT

ﾃﾞﾌﾚｰﾀｰによるデジタル経済の実評価の曲解、社
会経済全体の非貨幣消費へのｼﾌﾄに起因する。
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ﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済を貫く ICT は、そのｽﾄｯｸの増大に伴う新機能
に応じて価格を上昇させる一方、他方で、逐年充足割合を増
大させるｲﾝﾀｰﾈｯﾄの無料利用が広がり、価格を低下させる。
その結果、ICT 価格総体は逐年低下するが、経済指標では
計測されない 「従来にないﾕﾆｰｸなｻｰﾋﾞｽ」 (Uncaptured 
GDP) を提供する。ICTﾃﾞﾌﾚｰﾀ計測に関する誤謬は、ICTの
産出価値にこれを看過することに起因する (図 3)。 

2.2 GDP 縮小構造への変身 
(1) ICT 価格の低下 

1) 偽 ICT デフレータの計測 

図 3．偽 ICT ﾃﾞﾌﾚｰﾀｰ計測の構図. 

2) ICT の二面性 

図 3.2. ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ・ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙの ICT 価格の推移 (1994-2011). 

図 3.3. ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ ICT 企業の ICT 価格の二極化 (2005, 2016).

このような国民選好のｼﾌﾄに注目して、図 4.4 は、ｲﾝﾀｰ
ﾈｯﾄの躍進 → Uncaptured GDP 依存 →経済価値を越えた
超機能へのｼﾌﾄ、の新共進ｻｲｸﾙが GDP の中核をなす消費
に及ぼす影響を明らかにすることを狙いに、消費の源泉
になる効用 (消費の喜び) の誘発ﾀﾞｲﾅﾐｽﾞﾑを分析した。 
ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ以降の世界的なﾎﾟｽﾄ大量消費社会への移行潮

流や、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済下での生産性低下傾向等に照らせば、
効用は、ICT ｽﾄｯｸ及びｲﾝﾀｰﾈｯﾄ依存に支配されることが
明らかになる [67]。 

企業 500 社のﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済下の競争市場での対応実績に即
して ICT 価格の実相を検証した。 
競争条件下で企業が ICT を梃に利益最大化を追求する

場合、ICTの限界生産性は ICTの相対価格に符合する。500
社のうち、ICT R&D への取り組み度が特に高い 25 社は、価
格低下・限界生産性の低下に遭遇している。2005 年にはこ
のような例が 500 社中 16 社に過ぎなかったことに照らせば、
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済の急進の波がここにもうかがわれる。中でも 
Samsung, Google, Apple を始めとする 「IT 巨人」はｾｵ ﾘｰ通
り 「大停滞」[13] に直面していることがうかがわれる。

(2) 非貨幣消費へのシフト 
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済の進展に伴う 「GDP 縮小構造への変身」 の

根底要因のもう一つは、非貨幣消費へのｼﾌﾄにある。 
国民選好は、図 4 に示すように、情報化・ｻｰﾋﾞｽ化・ｴｺ志

向の潮流と軌を一にして、世界的に、経済価値をﾍﾞｰｽとする
ﾓﾉの豊かさから心の豊かさにｼﾌﾄしている。これはｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
のさらなる機能を求め、Uncaptured GDP 依存を加速する。 
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済進展に伴う消費者余剰の上昇はこれと表裏一

体の関係をなす (図 4.2)。

図 4.4. ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ･超機能・Uncaptured GDP の共進ﾀﾞｲﾅﾐｽﾞﾑ. 

別添１参照 

別添 2 参照 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済の進展に伴う社会経済の「GDP縮小構造への
変身」の根底要因をなす ICT 価格の低下は、以上に見る
ICT の二面性に起因する。図 3.2 は、この二面性を ICT の世
界ﾘｰﾀﾞｰたるﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ・ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙに依拠して実証する。 

このような ICT の二面性に依拠するﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済の進展に伴
う ICT 価格の低下を裏付けるために、図 3.3 は、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ ICT 
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3. Uncaptured GDP の計測 
3.1 消費の効用弾性値 

3.2 Uncaptured GDP 依存の好対照 

消費は GDP の中核を占めるので、消費の喜びが在来的
GDP に依存するものであれば、効用 → 消費 → GDP に通じ
ることになるが、効用が Uncaptured GDP にｼﾌﾄしている場合
は、消費には反映しないことになる。 
 この認識に立脚して、効用の消費への反映を表す消費の効
用弾性値を計測することによって、Uncaptured GDP への依存
状況を比較した。 
 ﾎﾟｽﾄ大量消費社会におけるﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済下の効用は、ICT ス
トックとｲﾝﾀｰﾈｯﾄ依存度に支配されるので、消費の効用弾性
値は、消費の ICT ｽﾄｯｸ弾性値と,消費のｲﾝﾀｰﾈｯﾄ依存度の和
で計測される。計測結果は図 5 に示す通りである。

図 5.2 は, この結果に基づき、ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞとｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙの発展軌
道を比較したものである。 
ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞはｲﾝﾀｰﾈｯﾄを効率的に活用して ICT ｽﾄｯｸを誘発し、

国民選好の超機能ｼﾌﾄに応えている。その結果、増大した ICT
ｽﾄｯｸは消費増大にはつながらず、結果 GDP 成長率は、低ﾚﾍﾞ
ﾙにとどまっている。 
これに対して、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙは、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄによる ICT ｽﾄｯｸ誘発

は低いものの、そのｽﾄｯｸ増は消費増大につながり、結果、高
GDP 成長率を謳歌するに至っている。 

図 5.2. ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞとｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙの発展軌道の比較 (2013). 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの躍進・Uncaptured GDP 依存の増大・国民選
好の超機能へのｼﾌﾄの共進ﾀﾞｲﾅ ﾐ ｽ ﾞ ﾑに照らせば、
Uncaptured GDP 依存は、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ依存の増大に触発さ
れ、選好ｼﾌﾄを表す消費の効用弾性値に誘発され、両者の
拮抗のもとに「上昇気流」を構築して増大していくことが
うかがわれる。 
この着想をもとに、図 5 の結果等をもとに、ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ・ｼ
ﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ両国の Uncaptured GDP 依存度の推移を計測し
た。結果は、図 5.3 に示すとおりである。

図 5.3. ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ・ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙの Uncaptured GDP 依存推移 (1994-2013).

以上の計測結果を活用して、図 1 に立脚して、「伝統的 ICT か

らｲﾝﾀｰﾈｯﾄ依存へのｼﾌﾄ」 と 「在来的 GDP から Uncaptured 
GDP 依存へのｼﾌﾄ」 の相関を分析することによって、ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ・

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ両国の共進ｻｲｸﾙのｼﾌﾄ状況を分析した。 
 結果は、図 5.4 に示すように、ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞが、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの躍進に

呼応して、2003 年以降、Uncaptured GDP を軸とする新共進ｻｲｸ

ﾙに移行しているのに対して、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙは、いち早くﾈｯﾄﾊﾞﾌﾞﾙ

崩壊後のｲﾝﾀｰﾈｯﾄ依存に走るも、依然、在来的共進ｻｲｸﾙに固

執していることが判明した。その結果、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙは、在来的

GDP の枠内にとどまり、その指標で見る限り、高成長を謳歌する

も、「幸福福祉増大・格差解消・女性活用等のﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済の産

物」 を必ずしも十分謳歌するには至っていないことがうかがわれ

る。 
 以上は、Uncaptured GDP 計測への実践的道を拓くものである。

る

図 5.4. ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ・ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙのｽﾋﾟﾝｵﾌ比較 (1996-2013). 

別添 3 参照

図 5. 6 か国の消費の効用弾性値 (2013). 
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ﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済の進展下での、国家、企業を問わない生産性
の低下、それに付随する「大停滞」[13] は、先進国共通の
深刻な政治問題となっている。 
その根源は、情報化・ｻｰﾋﾞｽ化・ｴｺ志向の潮流と軌を一に

した世界的な経済価値をﾍﾞｰｽとするﾓﾉの豊かさから心の豊か
さにｼﾌﾄするうねりの中でのｲﾝﾀｰﾈｯﾄの躍進とそれに伴う
Uncaptured GDP 依存の高まりにある。 
その解は、畢竟、経済価値を越えた超機能の創出を軸に、
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの躍進力をﾌﾙに活用して、Uncaptured GDP を内
生化させて共進ﾀﾞｲﾅﾐｽﾞﾑを発揮させるﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの構築に
他ならない。 
 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済の原因者であり、牽引者でもあるｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ ICT
企業は、この構築の尖兵となる。 

ｿﾌﾄｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ資源は、(i) 社会・文化・感情価値等超機能の
具現化、(ii) ｼｪｱﾘﾝｸﾞ経済に見られる休眠資源、(iii) 過去の情
報の過剰利用をﾍﾞｰｽとする信頼、(iv) 過去に経験した最高の
喜び、(v) 過去の記憶・将来の夢、(vi) ﾋﾞｼﾞｮﾝに根差した未活
用資源、などが注目される。 
以上の知見に立脚して、図 6.3 は、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済の進展に対応

した、Uncaptured GDP を内生化させて共進ﾀﾞｲﾅﾐｽﾞﾑを発
揮させるﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ構築のｽｷｰﾑを示したものである。 

4. グローバル ICT 企業の Uncaptured GDP 超克

図 6. 高技術集約 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ ICT 企業の変身方向 (2016).

このような認識に立脚して、図 6 は、図 3.3 で見たｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
ICT 企業 500 社のﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済の進展に呼応した変身方向を
分析した。 
ICT の二面性の帰結として生産性の低下 (ICT 価格の低下)

が不可避の中で、先に見た、高 R&D 25 社は、非貨幣的な 
ｿﾌﾄｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ資源を利用して、ICT 固有の自己増殖機能を活
性化させつつ新機能の増大に邁進して国民選好に応える超
機能を創出することによって、先の命題に応えていることがうか
がわれる。 

 
図 6-2．注目すべき ICT 主導破壊的ビジネスモデル. 

図 6-3. Uncaptured GDP 依存共進的ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝへのｽﾋﾟﾝｵﾌﾀﾞｲﾅﾐｽﾞﾑ. 

5. 結 論 
名を変え、表現を変えて、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済への対処策が議論されて四

半世紀を経る。いつも 「何とかしなければ大変なことになる」 との重

い思いが下敷きにある。だが、本質は何ら解決に至っていない。 
従来の常識を覆し、在来の枠組みを越えて、想像を絶するｽﾋﾟｰ

ﾄﾞで進み続けているﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済は、GDP の枠を、概念を越えて
世界を飛びまわり、次々に新たな非常識な常識を作り出してい
く。Uncaptured GDP 依存の高まりを直視して、それをも包摂した
ｸﾞﾛｽ GDP の枠組の中での最適解の追求こそ不可欠である。 
部分ｼｽﾃﾑの最適解は、全体ｼｽﾃﾑの最適解には一致しない。

しかるに、GDP 万能神話からの脱却は遅々として進まない。何ら
本質的解決を見ないのは必然の結果である。 
本稿は、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済下での GDP の計測を狙いに、その根幹を

なす Uncaptured GDP の構造解析と計測を試みた。 
経済価値を越えた超機能の創出を軸に、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの躍進力を
ﾌﾙに活用して、Uncaptured GDP を内生化させて共進ﾀﾞｲﾅﾐ
ｽﾞﾑを発揮させるﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの構築が鍵となることを明らか
にし、非貨幣的な ｿﾌﾄｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ資源を利用して、ICT 固有の
自己増殖機能を活性化させつつ新機能の増大に邁進して超機
能を創出することによって、この命題に応えているｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ ICT ﾄ
ｯﾌﾟ企業の生存戦略に具体的、実践的な活路を見出した。    
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ最前線企業のこの教えをｸﾞﾛｽ GDP 体系化につなげるこ

とが要諦となる。 

別添 4 参照

図 6.2 は、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ ICT 企業 500 社のﾄｯﾌﾟを走る Samsung, 
Intel, Google, Microsoft, Huawei, Apple, Amazon の 7 社に注目
して、命題に対処するﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙと、依拠するｿﾌﾄｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ資
源を分析したものである。 
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別添 2 グローバル ICT 企業の発展軌道 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別添 1 デジタル化の ICT 価格低下への影響 別添 3 Uncaptured GDP の計測

別添 ４ 自己増殖機能の計測 
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